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研究成果の概要（和文）： 

金属ガラス実用化における最大の障害である脆性を克服するため、ワイヤー化形態制御法
に脆性を克服した新規金属ガラスワイヤーの作製を試みた。その結果、Ni-Nb-M(Zr, Ti, Ta)
合金系において、2GPa を超える引張破断応力と 180°曲げ可能な優れた曲げ延性をあわせ
持つ金属ガラスワイヤーの作製に達成した。この Ni 基金属ガラスワイヤーは、その優れた
機械的性質だけでなく、高いガラス転移温度と耐酸化耐腐食性をも有することから、構造
材料用金属ワイヤーとして実用化が期待される。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Ni-Nb-based binary and ternary metallic glass wires with superior bending ductility 
and extremely high tensile strength exceeding 2 GPa were prepared by the arc-melt-type 
melt-extraction method. Continuous metallic glass wires without a thick oxide layer 
and surface roughness were obtained from Ni60Nb20M20 (M = Ti, Zr, and Ta) alloys. Ni-Nb-M 
metallic glass wire shows high glass transition temperature as well as superior 
bending ductility. 
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１．研究開始当初の背景 
 金属ガラスは、従来の金属結晶材料に比べ、
同じ合金系であれば約 3倍の高強度を有する。
しかし、金属ガラスは、高強度構造材料候補

と目されるセラミックス材料・金属間化合物
材料と同様、「脆い」という一面も持ち合わ
せている。「脆さの克服」こそが、金属ガラ
スの実用化・金属ガラス開発研究成果の社会
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図 3 溶融抽出紡糸ワイヤーの XRD パターン 
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図 4 溶融抽出紡糸ワイヤーの DSC 測定結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 Ni-Nb-Zr 金属ガラスワイヤーと、
Ni-Nb-Co 結晶ワイヤーの表面 SEM 組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 Ni-Nb-Zr金属ガラスワイヤーの公称応
力-公称ひずみ曲線 
 
の引張試験結果を示す。金属ガラスワイヤー
は、塑性変形域を示すことなく破断した。し
かし、金属ガラス特有の極めて大きな弾性域
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